
令和３年度第２回手話施策推進会議 会議録 

 

日時 令和３年１０月２２日（金）午前１０時３０分～１２時 

場所 ハートフルプラザみき ３階 大講座室 

公開  

傍聴人 なし 

出席者：（委員）山本紋子・梶 正義・澤谷菊代・池上 睦・齋藤幹雄・小畑富隆 

厚 和子・三枝 惠・由富米久 

    （オブザーバー）田中智美 

（事務局）井上典子・山本容子・冨依裕仁・稲垣美香・嵐田真奈美 

欠席者：（委員）坂本幸枝 

 

開会 

あいさつ 

資料確認 

進行担当 

会長  山本紋子委員 

 

令和３年度手話言語条例啓発ポスター選考 

選考結果 

最優秀賞          緑が丘中学校   藤原萌杏 

優秀賞 小学校低学年の部  豊地小学校    林 美緒 

    小学校高学年の部  平田小学校    宮下優舞 

    中学校の部     緑が丘中学校   村部志帆  

 

手話施策推進方針案について 

 

令和３年度、実施状況・令和 4年度事業実施計画(案)について説明 

事務局 資料１をご覧ください。 

三木市手話施策推進方針(案) 

今回追加する内容について。 

２ の具体的な推進方策 

（２）市民が手話により情報を取得し、意思疎通を図る機会を拡大するた

めの施策 

配布や事業所等が行う手話講習会等の開催を推進し、支援する。 

となっている。 



オ 聴覚障がい者が社会参加をするうえで、必要な情報を提供する。 

という内容を加える。 

聴覚障がい者が社会参加をするうえで、より支援する内容を盛り込む。 

第１回目の会議でも説明したが、電話リレー、遠隔手話通訳サービス、ネ

ット１１９などの制度が整備された。これまで、派遣事業を使いながら社

会参加をされていた現状だったが、一人でも制度を利用し、社会参加が進

み、社会参加が可能になった。一人ではできなかったことが、解消される

機会となっている。 

ただ、自分１人で制度を理解することは難しい。 

そのための社会参加を支援する取り組みとして、学習会の開催、聴覚障が

い者からの希望の内容を聞きとり、それに沿った、学習会の開催ができれ

ばと思う。 

委員 会長から透明マスクの話があった。 

災害時、どうやって支援するかが、一番大事。一般市民がもう少し手話や、

意思疎通のコミュニケーションを認識する必要がある。 

そのために、広報みきを利用するのが大事かと思う。人権に吃音の問題が

あった。同和問題もある。 

だが、手話を話せる人は少ない。私も勉強しているが難しい。 

災害時、聴覚障がい者と意思疎通を図る方法、危険を回避できるか。自助・

共助・公助により、人権を守る方法を考えたい。 

勉強会も有効かとおもうが、手話がわからない人はどうやってコミュニケ

ーションをとるのか？ 

スマホの無料ソフトで言葉が字になる（音声認識ソフト）があり、私は使

っている。障がい者と意思疎通するための方法について、広報を利用し啓

発してほしい。 

金沢市がながしている YouTubeがある。高齢の手話を覚えにくい人にも、

必要な時に、最小限の意思疎通が図れる方法を考えてほしい。 

事務局 ありがとうございます。 

広報での周知は、今は限られている。 

言葉の周知以外に、動画としてみてもらえるよう YouTube を使った配信

もしている。 

事業として幅をもたせ、見る機会を増やすための事業。 

広報の内容は回数や紙面を、事務局でも練り直したい。 

広報だけを主にするのは難しい。全体をみて、確認をしたい。 

委員 災害について、話があった。聴覚障がい者だけでなく、発達障害も含め様々

な障がい者にとって重要なこと。 



ここは聴覚障がい者の会だが、広まれば良いと思う。大賛成。 

オの項目が増えたのは、進歩だと思う。 

事務局から、情報の内容の話があった。 

項目として必要な情報を提供すると。しかし内容が具体的ではない。 

災害に関する情報提供も含め、優先順位を考えて、具体化すればいいと思

う。 

提供するのは誰が、どんな方法でという事が進んでいないようなので一つ

ずつ具体的になれば、生きた推進方針、機能する会議になる。 

このような、前向きなことを思った。 

事務局 先ほどの委員の方々の話をうけて話したい。 

７月にあった前回の会議でも説明したが、ユニバーサル動画を作成した。

この動画は、三木市のホームページで見ることができる。 

手話をつけ、聴覚障害の方々へいろんな情報を流していく。 

市長の動画配信にも手話がついている。それとは別に、手話がついた動画

を作成している。 

いろんな方に協力していただいて進めている。コロナウイルスのこと、行

政のこと、防災のことなどをあげていきたい。 

耳の不自由な方だけでなく、肢体不自由など、外国の人も来られる。 

パラリンピックのときに、ピクトグラムがあった。言語がちがう外国の人

でも、トイレ、スポーツのイメージなどわかるかと思う。 

避難所という不自由な状況でも、上手く伝達できるように対応していきた

い。 

委員 以前、お願いしたことだが、人権について。 

先日、直近に人権フォーラムの案内があった。急に連絡をもらっても、聞

こえない人同士では連絡の共有が難しい。 

人権関係には、障害関係の内容が少ないと思う。 

障がいのある人のことも考えて欲しい。以前、お願いしたけれど、施策が

進んでいないように思う。 

聴覚障害のことなど、理解してもらえたら良いと思う。 

事務局 ありがとうございます。 

三木市には人権尊重の町づくり条例がある。スタートは同和問題だった。 

それ以外にも障がい者問題、高齢者の問題、子どもの人権、男女共同参画

などがある。多様な課題に対しての施策を、市は啓発をし、関心を持って

もらおうとしている。 

広報も、必ずページをつかって人権の問題について紹介している。 

年間を通して全ての障がいがある方の人権を載せるのは難しい。委員の方



が言われたように、障がい者の人権も大事に思っている。機会をみて、市

民の皆様に伝えていきたい。 

今週の火曜日に、人権フォーラムが隣保館で開催された。いろんな形でや

っていたが、今年は、コロナの関係で、なかなかスタートできなかった。

やっと 10 月になって、人権フォーラムを開催できた。15 分ずつ人権作

文、意見などを発表してもらった。 

その中には、手話通訳、要約筆記をつけていた。 

今日も要約筆記が来ているが要約筆記の周知として、開会の前に、スクリ

ーンに動画を上映させている。周知をしているので、理解が進んでいると

考えている。 

また、フォーラムで、特別支援学校に在籍する人の親の発表や、障がい者

の施設を運営されている人の話など、人権について多様な発表があった。 

火曜日のフォーラムは、障がい者の方への理解が進む発表を行った。今後

も、様々な形で、障がい者の人権を知ってもらう機会を持ちたいと思って

いる。 

また、このようなテーマを話して欲しいなど、ご要望があれば、人権は、

障害福祉課ではなく、人権推進課になるが、お願いする。 

委員 納得はできないが…人権問題を障がい者の人も一緒に話をするのが良い

かと思う。当事者も一緒に話をすることが大切かと。 

その点で少し納得がいかない。 

委員 障害福祉課と人権推進課で連携をとるのですね。 

案内が届くのが遅かったようなので案内を早く届くようにしてください。 

委員 資料の意味を手話通訳者に通訳してもらって理解して、それから手話利用

者に周知している。それを理解してほしい。 

事務局 こちらの会議資料も早く送れなかったことを反省している。 

ご意見は、障害福祉課だけではなく、関係課、市役所全体の話として、で

きる限り配慮します。 

委員 障がい者の人権についてまとめて広報に掲載したらどうか。 

早く対処してほしい。 

事務局 私どもも、紙面の確認を行う。 

全体的な計画で進んでいる。各課との調整が必要なものもある。すぐに改

善することは難しい。この場の意見は、市で調整し、検討していきたい。 

（２）令和３年度事業実施状況 

（３）令和４年度事業実施計画（案）について、事務局より説明 

説明 

委員 きめ細かく、いろいろな事業をしていただいてありがとうございます。 



聞こえない人自身が自分で情報を取得したり、情報を交換するために力を

入れないといけない。 

三木市内で、ろうあ者の団体として活動している人数が減っている。会員

以外のろうあ者への周知が難しい。 

ろうあ協会に参加しないろうあ者に、言語条例や市の取り組みを周知さ

せ、意見を出してもらうことが必要。 

ある委員の方は日常生活は手話で話される。 

周りの人は、手話が分からない。そのような状況で生活している。 

ろうあ者は、情報を取得することができない。 

1つの提案として、大きなイベントを開いてほしい。 

他の市町村では、障害者向けのイベントを行っているが、三木市では、大

きなイベントを行っていない。 

イベントにより、聞こえない人にも楽しんでもらい、聞こえる人・聞こえ

ない人同士が情報交換できるように図ってほしい。 

聞こえない人に直接会って話す機会が減っている。 

コロナの関係もある。高齢で亡くなった人もいる。 

手話通訳を養成するにも、直接出会わないとうまくならない。 

聞こえない人がいるのは知っていても、話をしたこともない人がいる。 

残念に思った点について、動画に手話をつけたというのではなく、手話で

話している。 

日本語と手話は同等の言語。手話動画に日本語をつけた動画であることを

理解してほしい。 

市長についている手話は、聞こえる人向けの話し方の動画だった。 

手話利用者と日本語利用者では、話し方が違う。 

聞こえない人の暮らし、言語を委員会が理解しないと、取り組めない。 

委員 先ほどの意見はまさにそのとおり。私たちも、呼びかけを行っているが、

ろうあ協会の人数が増えない。 

若い人もいるが、ろうあ協会に参加してもらえない。私たちが行ってお知

らせすることもできない。 

市役所には名簿がある。それで、声をかけていただいて、集まれれば、手

話で話せる。それで、イベントを周知して、集まってもらったら、理解が

深まるのでは。互いに助け合っていきたい。市や手話サークルで進めてい

きたい。 

先ほど委員の方が言われたことを、ぜひ検討してほしい。YouTubeの動画

もいい。でも、画像が暗い動画で見づらい。画面は大きいほうがいい。明

るめに撮影して調整をしてもらえるようお願いします。 



事務局 ユニバーサル動画の撮影時、できるだけ明るく撮影できるように工夫した

い。 

イベントは、来年５月ごろ、手話まつりを企画している。 

手話まつりを通して、様々な方にきてほしい。若いろう者が子供達と一緒

に参加してほしい。 

また、そのほかのイベントも検討したい。 

委員 私たちも相談にも乗れる。 

情報は早くいただきたい。よろしくお願いします。 

委員 学校の手話啓発にあたっていた。 

ポスターの宣伝がなかったようだ。あれば、応募が増えると思った。 

講師と連携して話を進めるとよいのではないか。 

連携すれば、応募もあると思う。 

講師が話に入れることもできる。 

委員 長時間でしたが、次の一歩につながる有意義な会議だった。 

ここで、止まるわけではないので、さらなる一歩へ向け、皆さんの思いが、

次の会議に発言できるようよろしくお願いします。 

ありがとうございます。 

 

次回日程について説明 

閉会 


